
１
ｉ
ｉ
ｉ

〃
新
服
一
本
化
″
に
つ
い
て
、１

Ｊ

こ
の
ほ
ど
、
金
木
町
行
政
協
力
附

任
委
幽
会
で
迎
励
を
す
す
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

新
正
一
本
化
は
、
い
ま
ま
で
は

『
か
け
満
だ
け
』
だ
と
い
う
そ
し

り
を
う
け
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

か
ら
は
、
町
ぐ
る
み
で
実
行
に
移

す
よ
う
ぱ
し
ま
し
ょ
う
。

里
■
ｂ
Ｋ
１
■
当
『
。
ｑ
Ｊ
Ｌ
Ｐ
■
Ｆ
Ｄ
、
画
ｑ
ｑ
ｑ
ｆ
ｐ
Ｐ
ｂ
、
ｌ
刃
『
ｄ
７
か
、
ユ
ワ
迅
、
ヨ
『
■
訂
ｑ
ノ
Ｌ
ｐ
Ｌ
ｐ
》

新
正
一
本
化
を
》

蹄
魂
常
任
委
で
提
唱
一

一一一一一_.全一一宇_‐--_§-‐－－-二－三二三且
』

’

’
’’

Ｆも蔀
一

一
一』Ｆ

■

》
■

一
ｈ
．

》
・
唾

。
■
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当
町
の
欝
艮
巾
や
域
か
、
川
叫
十
六

年
度
に
、
川
村
振
興
法
に
よ
る
〃
振
興

川
村
″
地
域
と
し
て
、
国
か
ら
指
定
さ

れ
る
と
い
う
、
蛸
し
い
ニ
ュ
ー
ス
か
こ

の
ほ
ど
は
い
り
ま
し
た
。

〃
振
興
川
村
〃
と
し
て
楯
疋
さ
れ
る

と
、
脚
、
雌
か
ら
尚
額
の
助
成
金
が
あ

る
ほ
か
、
僅
期
の
起
仙
（
僻
入
金
）
を
受

喜
良
市
中
心
に
事
業

【
拡
巾
改
良
予
定
の
喜
良
市
柏
木
線
】

生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
四
年
で

け
ら
れ
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

悪
艮
巾
地
域
の
場
合
は
、
昭
和
四
十

六
年
度
か
ら
四
十
九
年
度
ま
で
総
訓
業

費
六
千
八
百
万
円
の
剛
力
年
緋
凹
で
つ

ぎ
の
よ
う
な
蝋
業
を
礎
脳
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

’

一

△
川
辿
の
柏
木
線

（
下
杣
木
中
村
勉

さ
ん
七
ｌ
双
莱
町

ｌ
金
木
背
森
間
道

路
）
の
延
踵
約
千

八
百
腕
を
巾
四
勝

に
拡
巾
改
良
す
る

側
堆
費
二
千
八

両
万
川
（
国
嘩
補

助
六
じ
計
）
で
昭

和
川
’
六
年
皮
か

ら
川
年
間
で
完
成

産
業
生
産

基
盤
施
策

△
昭
馴
叫
’
七
年

度
か
ら
叫
卜
九
年

度
ま
で
に
、
事
業

甜
約
一
千
万
円

（
企
湘
起
俄
）
で

約
九
ｌ
鯵
の
国
有

林
に
造
林
す
る

（
部
分
林
と
し
て

芦
和
団
地

入
居
申
込
み
を
延
期

受
付
け
は
十
二
月
十
五
日
ま
で

昭
和
四
十
派
年
度
述
築
中
の
尚
和
川

地
町
尚
住
宅
の
入
川
叩
し
込
み
を
、
次

涌
川
。
）

△
生
活
改
藤
セ
ン
タ
ー

膨
林
家
の
生
活
改
蒋
を
は
か
る

た
め
の
拠
点
と
な
る
セ
ン
タ
‐
‐
を

昭
和
川
十
七
年
庇
に
新
没
す
る
。

事
業
費
約
一
千
万
Ｎ
（
国
庫
袖
助

五
十
軒
、
媒
賀
補
助
１
軒
）
、
雌

坪
三
百
瓦
十
六
収
″
朕
、
木
造
モ

ル
タ
ル
砿
装
一
附
岨
て
。

建
設
予
定
地
は
、
Ⅲ
灘
哩
巾
診

縦
所
跡
地
。

△
保
養
セ
ン
タ
ー

州
業
賀
約
一
千
刀
円
（
衲
助
卒

は
生
漸
改
澱
セ
ン
タ
－
と
Ｍ
じ
）

木
造
モ
ル
タ
ル
砿
装
一
勝
雄
て
の

而
撞
・
・
百
三
十
平
″
厨
で
、
灘
良

巾
川
場
の
沢
冷
膿
に
雌
俄
予
定
。

附
近
に
は
、
藤
ノ
樋
や
、
小
川

川
ダ
ム
ァ
定
地
か
あ
り
、
観
光
地

と
し
て
も
有
窩
。

社
会
生
活
環
境
施
策

の
喫
釧
で
受
け
付
け
期
Ⅲ
を
延
期
し
ま

し
た
か
ら
、
希
望
者
は
役
場
民
雄
郷
へ

叩
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
・
・
・
卜
奄
川
十
肌
川
ま
で

惟
七
賜
所
。
：
（
和
剛
地
（
字
桝
野
弐
○

○
の
・
一
流
八
Ⅱ
金
木
中
学
校
東
南
）

椛
造
…
側
易
耐
火
（
ブ
Ⅷ
ツ
ク
）
ｆ
峨

雌
て

一
川
数
・
家
衝

輔
一
繩
住
宅
（
六
冊
、
川
・
凡
州
、

墓
州
）
Ｉ
電
川
、
川
叫
千
円
の
◇
ｒ

定
輔
二
繩
仲
七
（
六
冊
、
四
・
（
栂
）

．
Ｗ
仰
、
月
・
・
・
千
円
の
予
定

人
脈
ｙ
定
・
・
・
十
二
川
叩
吋

人
孵
資
格

１
、
金
木
川
内
に
住
孵
ま
た
は
勤
務

場
所
を
有
す
る
も
の
で
、
町
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
蒜

２
、
雌
碓
収
入
（
民
生
剛
に
問
い
あ

わ
せ
の
こ
と
）
が
あ
っ
て
、
独
立

の
生
汁
を
憐
み
Ⅲ
川
親
族
の
あ
る

折
３
、
現
に
住
宅
に
州
窮
し
て
い
る
満
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現
伍
、
「
町
の
淌
防
力
を
喫
約
す
れ

ば
、
金
木
町
は
、
消
防
、
励
収
二
台
、

（
う
ち
一
台
は
組
子
ポ
ン
プ
）
折
抑
車

○
去
る
十
月
一
日
か
ら
、
金
木
と
中
里
の
二
町
で
、
消
○

○
防
に
関
す
る
郡
務
（
消
防
川
邪
務
を
除
く
）
を
共
同
○

○
処
理
す
る
た
め
『
津
幡
北
部
消
防
邪
務
組
合
』
を
っ
○

○
く
り
、
広
域
消
防
に
ふ
み
き
り
ま
し
た
が
、
行
板
も
○

○
「
金
木
泊
防
桝
」
に
か
わ
り
、
そ
の
隣
り
に
「
金
木
○

○
町
消
防
剛
本
部
」
の
行
板
を
仲
よ
く
な
ら
べ
ま
し
た
。
○

期
待
さ
れ
る
広
域
化

実
質
は
消
防
署
が
中
心

【
金
木
消
防
署
の
点
呼
風
景
】

工
叫
機
械
凸
及
び
巡
岻
士
十
満
の
附

州
油
防
部
を
披
け
て
い
る
ほ
か
、
消
防

自
助
巾
・
云
口
、
小
捌
動
力
ポ
ン
プ
九
台

一
一
凸
４－

一
、
．
２

㎡

一

乎
川
仙
刀
ポ
ン
プ
川

合
を
も
っ
て
い
る
非

附
附
の
金
木
町
消
防

川
（
川
画
三
面
兀
十

八
街
）
が
あ
る
か
、

中
里
町
は
、
附
附
消

防
が
な
く
、
消
防
、

励
巾
五
台
、
下
引
助

力
ポ
ン
プ
十
兀
台
、

小
咄
助
力
ポ
ン
プ
八

台
を
も
っ
て
い
る
小

皿
川
消
防
川
（
川
凸

派
Ⅳ
十
四
門
）
の
ほ

か
、
中
里
町
役
助
職

員
で
組
織
し
て
い
る

役
賜
職
幽
消
防
予
附

班
の
五
名
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
消

防
力
で
は
、
附
附
淌

防
を
も
っ
て
い
る
金

溌諜骨
○

召
0

木
町
で
さ
え
も
、
非
州
伽
淌
防
川
の
出

勅
を
待
た
な
け
れ
ば
、
迅
迎
な
椚
火
活

動
を
望
む
こ
と
か
州
雌
で
あ
り
、
ま
し

て
や
、
雌
近
は
、
淌
火
″
法
も
卯
問
的

な
知
赦
と
技
術
を
必
喫
と
す
る
職
業
消

防
に
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
町
で
消
防
体
制

を
幣
備
拡
允
し
て
い
く
に
は
、
財
政
面

で
鞭
に
つ
き
あ
た
る
の
で
す
。

ま
た
、
非
州
伽
の
消
防
川
画
の
出
稼

荷
が
多
く
、
し
か
も
ど
齢
化
し
て
い
る

た
め
、
匹
域
汕
防
へ
の
機
迎
が
断
ま
り

こ
の
た
び
、
川
町
で
〃
津
幡
北
部
消
防

Ⅶ
勝
組
合
″
を
組
織
し
、
附
附
澗
防
力

を
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
”
で
す
。

「
津
條
北
部
消
防
邪
務
組
合
」
に
つ

い
て
、
そ
の
〃
あ
ら
ま
し
″
を
述
べ
て

み
ま
し
ょ
う
。

◇
消
防
事
務
組
合
、
組
合
議
会
、
監
査

委
員

聯
務
所
は
小
胆
川
役
湯
に
お
き
、
特

叫
我
（
爪
逸
に
よ
る
）
は
中
胆
川
災
、

別戎

慨消防事務組合系統図

’
I

"I1藍北部消
防ﾘ『務組合

衝理者
(制管理者）

組
合
議
会

監
從
委
口

｜
對

’

消防本部

,消..防.長.
（司令長）

副
管
理
将
に
は
金
木
町
災
、
ま
た
、
巾

里
町
収
入
役
は
、
消
防
州
務
組
合
の
収

入
役
と
い
ず
れ
も
服
務
し
て
い
ま
す
。

こ
の
聯
筋
糾
合
は
、
法
祁
で
定
め
ら

れ
て
い
る
〃
一
部
聯
務
糾
合
″
で
あ
っ

て
、
金
木
町
、
中
皿
町
役
場
の
ほ
か
に

も
う
一
つ
の
役
腸
を
つ
く
っ
た
こ
と
に

な
り
、
れ
っ
き
と
し
た
地
″
公
共
川
体

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
縦
決
機
関
で
あ

る
糾
合
縦
会
か
あ
り
、
こ
の
砿
余
は
関

係
町
の
議
会
に
お
い
て
、
爪
逃
さ
れ
た

議
凶
・
召
と
淌
防
川
瞠
伽
聯
に
あ
る
析

各
一
宿
、
汁
六
門
の
細
谷
縦
灸
砿
幽
で

柵
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
組
合
に
は
、
竹
川
荷
か
組
合

議
会
の
同
意
を
〃
て
逃
征
し
た
暁
介
委

員
・
・
符
（
組
合
談
画
と
学
繊
維
験
行
）

を
お
い
て
い
ま
す
。

組
合
縦
凸
の
係
川
は
、
関
係
町
の
縦

会
縦
幽
ま
た
は
消
防
川
災
と
し
て
の
脈

期
と
し
、
朧
介
委
曲
は
、
組
合
鍍
興
の

う
ち
か
ら
逃
征
さ
れ
た
荷
は
、
そ
の
征

期
叩
で
、
学
倣
絲
駄
の
脈
期
は
．
．
〃
で

消防次長
(司令）

lL

I
|中地消防科長金木消防署長

|司令補｜

｜消防士長｜

｜消防士’

|司令補’

|消防上長｜

｜消防l:| |消防士’

◇
職
員

消
防
長
は
符
州
者
が
任
免
し
、
消
防

長
以
外
の
消
防
職
幽
は
、
管
即
器
の
承

認
を
秤
て
消
防
歴
が
任
免
し
ま
す
。

す
。

組
合
事
務
局
に
は
味
局
長
以
下
四
名

の
消
防
職
員
を
お
い
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
両
町
か
ら
各
二
名
を
派
過
し
た

職
凸
を
も
っ
て
従
邪
さ
せ
て
い
ま
す
。

◎
消
防
本
部
、
消
防
署

組
合
立
消
防
本
部
は
、
組
合
蜥
務
届

と
と
も
に
中
里
町
役
場
に
お
き
、
本
部

の
那
務
は
組
合
の
帆
務
局
職
典
か
と
り

消
防
料
は
、
金
木
と
巾
俎
の
二
カ
所
に

お
き
、
と
も
に
旧
消
防
屯
所
を
そ
の
ま

ま
利
川
し
、
金
木
消
防
料
は
、
料
踵
以

下
現
’
三
門
、
川
令
車
一
台
、
消
防
内

勤
噸
皇
台
。
巾
肌
消
防
解
は
、
鮮
災
以

下
二
十
・
一
名
、
消
防
、
肋
耶
『
台
を
装

備
し
、
消
防
上
の
勤
務
は
、
と
も
に
二

交
代
制
で
す
。

◇
広
域
消
防
系
統
図
…
別
炎

。
『
●
■
一
■
■
ロ
●
■
●
■
■
■
■
●
■
ぬ
●
一
己
●
ロ
■
●
■
■
■
■
■
写
字
■
●
■
苧
こ
む
■
■
■
■
■
■
巳
■
■
■
■
■
■
ぬ
■
■
■
｜

》
火
災
予
防
標
語

一
今
す
て
た
タ
バ
コ
の

洲
度
は
し
両
度

》
木
材
は
燃
え
て
か
ら

二
分
で
百
度
と
な
る

Ⅱ
肉
凸
■
、
●
”
■
■
■
早
凸
由
■
。
■
■
何
■
■
■
Ｐ
■
圃
叫
Ｐ
②
■
■
■
■
■
■
■
毎
口
■
■
■
■
由
■
■
『
堂
醇
凸
■
句
■
■
■
巳
■
■
曲
一

◇
消
防
経
費

消
防
維
蛮
の
徴
狐
金
の
率
は
、
淌
肋

本
部
に
つ
い
て
は
、
中
脳
町
が
六
十
％

金
木
町
川
十
％
・
消
防
淵
の
総
出
に
つ

い
て
は
、
川
川
と
も
Ⅳ
％
伽
川
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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Ｍ
Ｍ

Ⅷ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅱ

川
加

(2）

本部事務局長

｜
|司令補’
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阪
〃
出
か
せ
ぎ
先
へ

声
の
便
り
を

大
一
伝
え
ま
す
〃

こ
の
よ
う
な
呼
び
か
け
を
し

た
の
は
、
大
阪
巾
稲
川
皿
巡
、
耐
川
巾

辻
雌
投
、
同
じ
く
荊
川
巾
佐
滕
正
業
松

木
雌
投
の
三
州
推
所
と
吸
虫
部
内
の
得

祁
業
所
へ
、
そ
し
て
季
節
労
務
櫛
と
し

て
働
き
に
川
て
い
る
研
守
家
庭
の
約
七

十
戸
。

Ｆ
Ｉ
１
ｒ
夕
Ⅲ
ｊ
ｐ
〃
１
，
渦
Ⅷ
〃
Ｆ
１
‐
ん
Ⅲ
Ｊ
〃
叩！

〔
出
か
せ
ぎ
者
激
励
会
勤
で

血
圧
測
定
す
る
一
コ
マ
】

ｰヘーへ

出
稼
者
を
慰
問

今
年
の
九
川
中
旬
、
町
で
は
、
出
か
せ
ぎ
先
へ
〃
洲

の
便
り
〃
を
低
え
る
五
人
洲
成
の
慰
問
川
を
、
大
阪
、

澗
川
、
束
求
に
派
過
し
ま
し
た
が
、
こ
の
慰
問
剛
の
一

凸
で
あ
る
山
巾
硴
稚
さ
ん
（
金
木
町
股
憂
螂
務
川
択
腿
）

か
、
こ
の
ほ
ど
、
こ
の
慰
問
の
状
況
を
肥
し
た
「
か
け

あ
る
紬
」
を
寄
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
つ
ぎ
に
ご

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

留
守
家
族
の
市
の
便
り
で

九
川
十
・
・
Ⅱ
大
阪
満
、
午
後
一
時
過

ぎ
、
大
阪
駅
へ
降
り
た
慰
問
Ｍ
の
一
行

（
小
野
雌
業
課
艮
、
佐
藤
金
木
農
協
参

邪
、
相
出
川
ｎ
農
協
参
邪
、
近
藤
謀
艮

市
股
協
参
側
、
山
中
股
委
柵
務
川
次
長
）

五
人
は
、
Ⅲ
折
す
細
川
皿
述
Ｋ
Ｋ
大
阪

支
店
へ
と
タ
ク
シ
ー
を
飛
ば
し
た
。

冊
川
迩
迎
は
、
本
社
か
腔
脇
県
剛
川

巾
に
あ
り
、
貨
物
、
励
単
迎
送
業
で
、

束
』
城
か
ら
九
州
ま
で
を
尚
業
区
域
と
し

て
お
り
、
大
阪
支
店
だ
け
で
も
旺
社
画

か
ニ
バ
○
人
、
臨
時
、
季
節
労
務
者
を

合
わ
せ
て
千
人
の
従
業
山
が
働
い
て
い

る
と
の
州
で
あ
る
。

カ
ッ
チ
ャ
の
声
で

笑
い
と
ま
ら
ぬ
十
八
人

数
百
台
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
間
を
通

り
、
聯
務
所
で
担
当
附
務
と
支
店
長
に

あ
い
さ
つ
し
、
会
社
側
の
提
供
し
て
く

れ
た
社
幽
巌
の
一
宝
に
町
出
身
者
の
元

郊
な
顔
が
災
ま
っ
た
。
十
五
’
六
名
ぐ

ら
い
届
る
も
の
と
し
て
い
た
の
が
、
な

ん
と
、
二
十
八
名
の
町
川
身
者
だ
と
い

う
。
喋
っ
た
の
は
十
八
朽
。
町
長
、
会

長
の
あ
い
さ
つ
か
ら
留
守
家
族
の
蔵
か

テ
ー
プ
か
ら
流
れ
る
。
み
ん
な
は
、
久

し
ぶ
り
で
カ
ッ
チ
ャ
の
両
に
な
つ
か
し

九
月
十
一
・
百
午
後
れ
時
、
富
川
雌
の

会
賜
で
あ
る
職
国
会
航
へ
満
く
。

会
場
の
惟
川
に
つ
い
て
は
五
所
川
腺

職
安
を
通
じ
禰
川
職
安
で
既
に
手
配
し

て
く
れ
て
い
た
。
六
時
半
会
舘
三
階
の

大
広
川
に
、
町
出
身
の
人
た
ち
が
統
左

雌
っ
て
く
る
。
辻
雌
投
の
就
労
者
三
ト

ー
・
名
、
松
本
述
設
十
八
密
、
計
五
十
街

（
う
ち
女
十
二
名
）
の
顔
が
揃
っ
た
。

現
甥
が
速
い
の
で
参
加
川
来
な
い
人
も

ま
だ
二
十
名
紐
い
る
と
い
う
。
と
う
と

う
、
慰
間
袋
を
足
り
な
く
し
て
し
ま
っ

た
。
出
発
前
に
調
在
し
た
数
は
、
富
川

巾
に
約
叫
十
名
と
計
卸
し
た
の
だ
が
、

結
雌
役
場
の
窓
口
を
通
さ
な
い
就
労
折

か
多
い
こ
と
に
な
る
。

膿
談
会
（
と
い
う
よ
り
も
激
励
大
会
）

に
は
地
元
か
ら
漸
山
職
淡
次
長
、
同
求

そ
う
に
耳
を
か
た
む
け
、
マ
イ
ク
に
佃

れ
な
い
家
族
の
声
に
一
服
は
大
笑
い
。

慰
問
川
か
ら
町
内
四
股
協
と
自
作
股

協
会
、
川
か
せ
ぎ
労
働
樹
組
合
か
拠
州

し
て
作
っ
た
慰
洲
袋
を
併
人
に
手
渡
し

郷
土
の
状
況
報
告
を
し
な
が
ら
懇
縦
会

を
行
な
っ
た
か
、
み
ん
な
の
〃
満
″
は

次
の
と
お
り
。

会
社
は
好
意
的
だ
が

早
く
帰
り
た
い

①
Ｉ
仕
州
は
、
荷
物
の
紬
み
下
ろ
し
や

配
達
な
ど
で
危
険
な
こ
と
は
な
い
。

唯
、
働
く
時
間
か
長
い
。

佃
年
も
統
け
て
来
て
い
る
の
で
会

社
で
も
好
魎
的
だ
し
、
符
に
希
望
と

・
画
え
ば
術
舎
を
改
濫
し
て
ほ
し
い
。

あ
と
で
み
て
も
ら
う
か
今
、
居
る
所

は
土
″
の
飯
場
よ
り
劣
る
。
郷
土
の

伝
言
は
〃
心
配
す
る
な
〃

熱
意
あ
る
富
山
県
職
安

人
係
長
、
溌
川
県
建
設
協
会
代
衣
、
雁

用
者
側
か
ら
は
辻
越
股
卯
研
と
常
推
部

長
、
松
本
述
投
社
長
外
・
街
が
参
加
し

わ
れ
わ
れ
一
行
と
合
わ
せ
て
六
十
題
名

の
大
集
会
に
な
っ
た
。

マ
イ
ク
を
持
っ
て
会
食
の
脂
を
一
Ⅲ

り
し
た
が
、
労
働
者
下
限
を
持
っ
て
い

る
人
は
一
判
も
な
い
。
雌
も
こ
の
梛
堆

所
へ
の
就
弥
若
で
煙
い
人
は
十
年
だ
と

い
う
か
ら
、
労
働
者
千
帷
の
厄
介
に
な

る
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
も
起
ら
な
い
優
良

郡
業
所
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
。

「
み
ん
な
、
元
蕪
で
側
い
て
い
る
か

ら
心
配
す
る
な
。
」

留
守
家
族
へ
の
伝
Ｍ
は
、
こ
の
一
、
岬

で
あ
る
。

家
族
に
は
電
話
で

読
み
た
い
郷
土
の
新
聞

便
り
は
月
に
何
回
位
か
、
と
聞
け
ば

新
聞
も
沈
み
た
い
。

②
Ｉ
手
紙
は
、
送
金
の
た
び
に
、
月
に

一
・
囚
ぐ
ら
い
は
川
し
て
い
る
。
送
金

″
法
は
、
早
く
謡
く
と
い
う
点
か
ら

郵
便
肘
を
利
川
し
て
い
る
。
川
か
せ

ぎ
傷
宙
保
瞼
は
考
え
て
み
る
。
Ｍ
じ

町
か
ら
二
卜
仙
人
も
来
て
い
る
の
で

淋
し
い
こ
と
は
な
い
が
、
や
っ
ぱ
り

家
へ
州
る
川
か
待
ち
述
し
い
。

予
定
し
た
時
間
を
一
時
間
以
上
も
オ

ー
バ
ー
‐
し
て
懇
淡
会
を
州
ち
切
り
、
旭

川
川
は
会
祉
側
に
「
箇
金
と
術
舎
の
改

沖
」
に
つ
い
て
要
諦
。
こ
れ
に
対
し
会

社
で
は
、
画
金
に
つ
い
て
は
会
社
公
休

の
均
衡
と
い
う
点
か
ら
大
阪
文
店
だ
け

仇
ち
に
引
上
げ
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い

か
検
鋤
す
る
。
術
舎
に
つ
い
て
は
、
社

員
寮
の
前
の
空
地
に
建
投
す
る
批
凹
を

持
っ
て
い
る
。
と
の
Ⅲ
群
が
あ
っ
た
。

京
東
京
は
二
人
だ
け

不
安
多
い
分
散
就
労

東
九
州
十
門
Ⅱ
、
吸
泓
に
は

’
十
人
と
ま
と
ま
っ
た
就
労
伽

梁
川
は
な
い
。

上
野
の
叩
戚
川
稼
援
縦
州
淡
所
で
一

行
は
蚊
後
の
激
刎
会
の
雌
附
を
し
た
。

一
時
間
待
っ
て
も
脈
も
来
な
い
。
午
従

七
時
過
ぎ
、
よ
う
や
く
三
人
顔
を
兄
せ

た
。
約
一
時
間
紙
し
合
い
し
て
終
っ
た
。

県
外
川
か
せ
ぎ
先
慰
問
川
の
Ｈ
岬
は

終
っ
た
。
十
一
剛
の
便
汽
車
か
ら
十
山

日
の
伎
汽
巾
ま
で
、
大
阪
、
瓶
川
、
來

京
と
い
う
一
一
・
カ
所
慰
問
し
た
か
、
総
括

し
て
み
れ
ば
、
川
か
せ
ぎ
荷
た
ち
は

＠
町
か
ら
の
有
形
雌
形
の
援
助
か
仰

よ
り
心
強
い
。

◎
郷
土
の
便
り
、
新
聞
が
沈
み
た
い

、
尚
画
金
よ
り
安
全
性
の
あ
る
仕
州

に
枇
労
し
た
い
。

ま
た
、
集
川
就
労
者
は
リ
ー
ダ
ー
か
対

会
社
交
渉
な
ど
や
っ
て
く
れ
る
し
、
会

社
側
も
好
遇
し
て
く
れ
る
の
で
比
鮫
的

安
余
で
あ
る
か
、
二
１
．
一
・
人
就
労
の
場

合
は
力
が
弱
い
し
、
危
険
な
仕
撫
に
つ

く
場
合
か
多
く
、
悪
い
誘
惑
に
負
け
る

こ
と
も
拙
測
さ
れ
る
。

丁
紙
よ
り
脳
砧
で
月
・
・
ｌ
式
川
は
研
し

て
い
る
と
い
う
。
川
総
に
は
殆
ん
ど
の

人
か
州
郷
し
て
い
る
し
、
犬
州
者
も
卜

細
ほ
ど
い
る
。
川
じ
川
の
背
か
何
十
人

も
・
絲
に
押
し
て
い
る
の
で
、
速
い
土

地
で
の
川
か
せ
ぎ
と
い
う
イ
メ
ー
シ
カ

な
く
、
金
水
の
・
部
藩
か
斯
川
巾
に
も

一
つ
川
現
し
た
と
い
う
鵬
じ
で
あ
る
。

仙
蜥
の
内
奔
は
、
述
築
が
主
で
北
木

工
州
よ
り
危
険
性
か
な
い
と
い
う
。

循
望
は
？
と
川
く
と
、
郷
土
の
新

聞
か
沈
み
た
い
。
役
助
か
ら
の
こ
の
よ

う
な
胸
間
は
何
よ
り
鮴
し
い
し
、
他
川

村
人
へ
対
し
・
川
身
か
膜
い
と
い
う
。

会
助
柵
川
時
間
は
も
う
：
。
十
分
も
過

ぎ
て
い
る
。
八
時
一
、
。
十
分
解
故
。
み
ん
な

は
名
妓
、
慨
し
そ
う
に
よ
っ
て
ゆ
く
。

''ﾘ郷:'： 疹叫IINIIMMMII
IIJ1 1J IllIMlI1111Il『ⅡlJ1IIlIlI

d川IMlMO加IIIIlM』Iﾛ』111

Ⅱ
Ⅱ

IIIUUM抑'11ⅡItjllI『RIOllI11IlM11ⅡlW1IlIl

IIIIU』80』JIIII叩80IIII0M1IOIII『M1ⅡIIIJI町I 蝿用
IIlI『111

11帥MM

I11III1111I

IdIIIlロ』111

111』1

0柚1J

(3）

一



lllllllllllllllllll1llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllillllllllll1llllllilllllllllllillillllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllillllllllllllllllllllilllllllllllllllllllllllllllll

一 一 一ー

十
二
月
は
一
年
中
で
蚊
も
忙
し
い
時
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

期
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
交
通
雌
も
多
く
◇
無
即
な
追
い
越
し
は
僻
故
を
招
き

交
通
邪
故
か
多
発
し
ま
す
。
昨
年
十
二
ま
す
。
川
血
の
助
き
、
対
向
噸
に

月
巾
、
雌
内
で
は
十
六
人
の
死
祈
と
八
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

百
四
人
の
負
似
者
か
で
て
お
り
ま
す
。
◇
駐
血
紫
止
の
賜
所
は
も
ち
ろ
ん
、

悟
さ
ん
、
年
の
搾
れ
に
不
喉
な
交
通
邪
小
路
な
ど
も
交
通
の
妨
秤
と
な
り

故
に
あ
う
こ
と
の
な
い
よ
う
次
の
こ
と
ま
す
の
で
駐
車
を
し
な
い
よ
う
に

に
注
通
し
、
明
る
い
新
年
を
迎
え
て
く
し
ま
し
ょ
う
。

だ
さ
い
。
◇
自
転
巾
を
乗
る
と
き
は
夜
間
ラ
イ

◇
車
を
逆
帷
す
る
と
き
、
仕
粟
点
検
ト
を
つ
け
、
合
図
を
確
実
に
し
、

は
必
ら
す
従
施
し
ま
し
ょ
う
。
酔
っ
ぱ
ら
い
迎
岻
は
絶
対
や
め
ま

◇
ブ
レ
ー
キ
の
樅
附
と
、
チ
一
一
－
ン
し
よ
う
。

や
、
ス
ノ
ー
ク
イ
ャ
な
ど
柵
り
ど
◇
子
供
さ
ん
を
道
路
で
ス
キ
ー
や
ス

め
の
装
樅
を
光
粂
に
し
ま
し
ょ
う
ケ
ー
ト
な
ど
遊
ば
せ
な
い
よ
う
蕪

◇
枇
岬
時
は
ス
リ
ッ
プ
を
避
け
る
た
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

め
、
安
全
速
度
を
守
り
、
ま
た
急
時
に
幼
児
の
一
人
歩
き
は
邪
故
の

ブ
レ
ー
キ
だ
け
に
測
ら
す
、
エ
ン
も
と
で
す
。
小
さ
い
子
供
さ
ん
か

ヂ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
併
川
し
ま
し
よ
ら
川
を
は
な
さ
な
い
よ
う
ご
旅
ば

う
。
願
い
ま
す
。

◇
人
を
本
惟
に
す
る
飲
酒
逆
岻
は
、
◇
歩
行
荷
は
右
側
を
通
り
、
横
断
は

年
末
年
始
の

交
通
事
故
防
止
に

町
ぐ
る
み
で
運
動
を

離幡や扶錐にからむ

借家、土地の境界'邸に

のほか、机統とか薙記

全般について父(梶にこ

人椛|川哩とか、f1f地、

ついて閲っている|川迦
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場
所
金
水
町
役
場
祁
淡
宗
（
二
階
）

川
淡
凶
汀
森
法
務
吋
職
ｕ

金
木
町
人
権
擁
纏
委
貝

近
藤
元
二
、
坂
水
没
汗

中
谷
仁
太
郎
、
伊
藤
雌
一

山
巾
趣
一

日
時
十
二
川
四
日
（
金
）

・
午
川
十
時
よ
り
服
午
ま
で
州
淡
所

Ⅱ
Ⅶ
凡
人

・
午
後
一
時
よ
り
二
時
ま
で
恥
談
会

を
開
き
ま
す
か
ら
、
ど
な
た
で
も

ご
迦
胆
な
く
お
い
て
く
だ
さ
い
。

雌
近
「
税
金
を
全
部
納
め
た
の
に
、

ま
た
併
促
状
が
き
た
」
と
い
う
人
が
あ

り
ま
す
。

時
に
、
町
で
脂
定
し
て
い
る
銀
行
に

納
め
る
人
に
み
ら
れ
る
似
伽
で
す
。
こ

れ
は
、
納
入
告
知
心
（
キ
ッ
プ
）
を
全

部
保
怖
し
て
お
い
た
つ
も
り
の
も
の
か

火
は
、
何
枚
か
の
キ
ッ
プ
の
う
ち
、
一

枚
紛
失
し
て
い
た
と
い
う
の
が
原
因
の

よ
う
で
す
。

悦
務
探
で
は
一
‐
め
ん
ど
う
で
も
、

銀
行
に
納
め
る
川
に
、
税
務
課
の
賦
礫

台
帷
と
キ
ッ
プ
を
照
合
し
て
か
ら
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
典
拠
し
て
い
ま

す
。

町
税
に
は
、
次
の
瓦
種
類
あ
り
ま
す

横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
十
二
月
十
五
日
か
ら
一
月
十
日

ま
で
は
背
森
媒
交
通
対
策
協
識
会
か
主

隅
し
年
末
年
始
の
交
通
安
全
迎
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
の
で
町
民
の
皆
さ
ん
は

金
員
こ
の
述
励
に
参
加
し
、
交
通
珊
故

防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

〔
金
木
警
察
署
〕

十
二
月
十
汎
日
か
ら
、
年
間
特
別
取

り
扱
い
の
受
付
が
開
始
さ
れ
る
の
で
、

な
る
べ
く
早
め
に
（
遅
く
と
も
十
二
月

二
’
二
Ⅲ
ま
で
に
）
郵
便
肋
に
差
し
出

せ
る
よ
う
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
た
て
ま

し
ょ
う
。 年

賀
は
が
き

と
心

十
五
日
ｊ
’
二
十
二
日
受
付

れ
勝
ち
な
凧
自
櫛
税

役
場
台
帳
と
の
照
介
を
要
望

な
お
、
年
倒
は
か
き
を
印
刷
に
川
し

た
り
、
版
側
を
作
る
人
は
、
い
め
に
手

配
し
ま
し
ょ
う
。

ｎ
分
の
郵
便
播
号
は
忘
れ
な
い
よ
う

に
。

■
■
■
日
凹
■
山
１
１
軒
■
■
■
■
■
■
Ｌ
■
■
Ｌ
■
■
同
凸
■
■
冊
Ｌ
Ｌ
■
０
世
■
祠
』
■
■
】
■
■
ｕ
Ｌ
■
■
■
蛆
Ｌ
■
■
曲
０
４
回
ｂ
■
Ｆ
ｈ
ｕ
Ｆ
Ｌ

が
、
税
務
抑
の
洲
べ
で
は
、
梶
、
肋
収

税
と
保
険
税
の
納
入
杵
知
抑
（
キ
ッ
プ
）

を
失
く
し
て
い
る
人
が
多
い
と
の
こ
と

で
す
か
ら
、
ご
注
怠
願
い
ま
す
。

同

ｌ
水
材
引
取
税

税
の
区
分
一
幟
岫
一
枚
数

|同 梶
、
勅
帷
税

間
疋
資
雌
税

保 町
（
県
）
民
税

納めなければ不利

腿保険料に注意を
険
税

)lilWIWIWIWIM
訓凧|厩|厩|厩|厩

1RI民年金保険料第3期分の納期は

12jj.ｲ<11までとなっています。

納め忘れているうちに、陣1if年金

や〃:子年金など受けられないことが

あります。

いまいちど、あなたの手I限を1淵べ

てみてください。納まっていない期

IA1があったら、すぐ納めるようにし

ましょう。

今年の7ﾉ]分からは、保険料が月

4501-!｣になりましたから、ご注恵く

ださい、

｜
’

一
Ｉ
川
期

一
’
四
期

’ 馴
Ｊ
１
ｊ
Ｐ全

I

lil 別!’1
期

當嘉蕊I
．q巳鑑垂

鞘輯公季

資
絡
Ⅱ
満
十
八
才
１
．
一
十
凹

才
の
巾
碓
以
上
の
艸
女

手
続
Ⅱ
役
賜
総
務
肌
へ
叩
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

試
験
Ｉ
師
川
一
Ｍ
。
Ⅱ
時
、

賜
所
は
叩
込
の
と
き
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

冴
分
１
Ｎ
家
公
防
風
の
時
別

職
で
初
任
給
は
、
川
額
・
・

万
凡
ｒ
川
で
す
。
そ
の
他

く
わ
し
い
こ
と
は
総
務
繩

I州秘'，寺'州'Ⅱllll!INIIIMMIII 11
『I『IIjI
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喉
米
寿
祝
い
金
盃
を

垂木

金
明
洽
旧
年
唯
れ
の
三
女
帷

．
’
｜

金
木
郵
便
雌
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
甥
栄
一
さ
ん
〃
）
、
尚
森
い
く
よ
さ
ん
（
巷
一

町
で
米
か
（
八
十
八
才
）
を
迎
え
た
人
松
町
圏
内
武
男
さ
ん
″
）
の
三
人
。
い
叩

た
ち
に
、
郵
政
大
阪
か
ら
の
蚊
と
金
廠
ず
れ
も
、
明
滴
十
㎡
年
生
れ
の
女
性
ば
一

を
仏
逸
し
ま
し
た
。
か
り
。

郵
政
行
で
は
、
脈
年
卜
川
を
Ⅲ
坊
保
金
木
郵
便
Ｍ
踵
派
励
賢
帥
さ
ん
の
防
岫

険
川
Ⅲ
と
し
て
い
る
か
、
こ
れ
は
、
そ
州
を
受
け
た
商
森
さ
ん
は
「
大
服
か
ら
一

の
行
州
の
一
斑
と
し
て
け
な
っ
た
も
の
ほ
う
び
を
い
た
だ
く
な
ん
て
、
ほ
ん
と
一

で
、
金
水
町
で
は
、
は
じ
め
て
の
こ
と
う
に
州
し
い
。
ま
だ
、
耳
も
眼
も
大
丈
州

で
す
。
夫
だ
か
ら
、
面
ま
で
も
挺
生
き
し
て
み
一

こ
の
た
び
、
砧
れ
の
金
飛
を
雌
わ
れ
せ
ま
す
」
と
唖
凹
び
を
綴
り
、
さ
っ
そ
く
一
【
転
職
の
相
談
受
け
る

た
の
は
、
櫛
机
イ
ヅ
さ
ん
（
柳
川
川
政
金
縦
に
お
洲
を
く
み
、
家
族
み
ん
な
で
岬

農
村
人
材
銀
行
】

雄
さ
ん
″
）
、
川
巾
ヨ
シ
さ
ん
（
沢
部
米
好
を
祝
っ
て
い
ま
し
た
。

無
群
蒋
群
紳
縛
稗
稗
輔
輔
響
蒋
蒋
緋
赫
紳
稗
輔
稗
韓

【
津
島
局
長
よ
り
金
盃
を
贈
ら
れ
喜
ぶ
高
森
さ
ん
〕
撫
津
味
玲
肛
今
噸
獣
瞼
陣
葦
噛
脾
勲
誹
僅
除
酢
弾
蝉
欺
戴

金
水
町
役
勘
畷
に
相

淡
所
を
も
つ
「
北
地
〃
艇

村
人
材
銀
行
」
は
、
去
る

十
川
一
日
に
開
行
式
を
行

な
い
、
馴
務
を
開
始
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
銀
行
は
、
木
造
町

平
側
町
、
浪
岡
町
、
六
ケ

所
村
な
ど
金
木
町
を
い
れ

て
、
以
内
五
カ
所
に
股
け

た
も
の
で
す
か
、
金
木
町

に
設
け
ら
れ
た
、
こ
の
銀

行
は
、
五
所
川
原
職
業
安

榊
躯
蝿
鰄
濤
識
雛
赫
銀
漁
榊

騨
縛
韓
輪
騨
禅
韓
韓
翰
韓
緋
韓
韓
緋
縛
繍
稗
神
輔
燕

朏
稼
雌
の
相
談
に
ど
う
ぞ

Ｉ
１
１
．
ｌ

開
行
は
火
水
木
の
三
Ⅱ
Ⅲ

定
所
御
内
を
対
象
に
し
た
も
の
で
、
離

展
し
て
他
施
業
に
転
職
を
希
望
す
る
人

た
ち
や
出
稼
者
の
州
淡
に
応
じ
た
り
、

怖
報
の
収
蛎
や
提
供
な
ど
も
行
な
う
も

の
で
、
労
側
大
匝
か
ら
委
堀
さ
れ
た
紺

談
凸
か
こ
の
仕
聯
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。△

相
談
員
Ｉ
竹
内
正
友
（
金
木
）
、
大

谷
慶
作
‐
（
五
所
川
原
）

△
州
行
日
時

毎
週
火
・
水
・
木
曜
日
の
三
日
間

で
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

△
相
談
所
Ⅱ
金
木
町
役
場
二
断

へ

例
を
制
定
し
、
災
施
に
ふ

も
の
で
す
。

こ
の
制
腿
に
川
人
で
き

る
人
は
、
次
の
条
件
を
み

た
し
て
い
る
人

１
、
将
来
、
自
立
す
る

こ
と
か
困
難
な
瞭
仰

者
を
扶
垂
し
て
い
る

配
偶
門
、
父
雌
、
兄

弟
姉
妹
、
そ
の
他
知

郭
が
適
對
と
認
め
る

‐
、
○

ノ
２
、
媒
内
の
区
域
内
に

住
孵
を
灯
す
る
人
。

３
、
川
十
九
才
米
淌
の

人
（
た
だ
し
昭
馴
川

十
六
年
一
川
・
ニ
ー
ー

心
冴
肺
秤
桝
の
い
る
家
旺
に
と
つ
３
、
川
人
叩
込
荷
（
被
保
瞼
荷
）
僻

て
雌
も
大
き
い
柚
み
は
、
保
纏
荷
に
知
＃

万
一
の
こ
と
か
起
っ
た
助
合
、
残
さ
４
、
年
金
符
肌
符
脂
疋
川
件

れ
た
陣
密
行
を
縦
か
め
ん
ど
う
み
て
⑥
叩
込
川
紙
呼
は
命
水
町
役
場

く
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
民
生
課
）
に
あ
り
ま
す
。

の
症
坤
釧
幟
岬
い
と
い
靴
帷
榊
縦
崎
掛
金
砂
額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
の
喪
疋
と
附
祉
の
剛
卜
を
は
か
別
才
ま
で
川
瀬
千
円

る
た
め
保
泌
街
が
、
お
金
を
川
し
あ
調
才
か
ら
“
才
ま
で
川
額
下
・
・
・
ｎ
川

い
、
心
吋
肺
将
者
に
対
し
て
年
金
を
禍
才
以
上
月
額
千
〃
両
凹

支
給
す
る
こ
と
を
Ⅲ
的
に
、
雌
で
条
③
年
齢
Ⅸ
分
は
、
祁
年
川
川
・

例
を
制
定
し
、
拠
施
に
ふ
み
き
っ
た
川
に
お
け
る
年
齢
で
す
。
な
お

十
〆
圷
一
次
二
’
一
．
納
め
た
場
合
、
保
継
荷

日
ま
で
は
六
十
凡
才
未
満
の
人
）
よ
り
先
に
障
秤
荷
か
死
亡
し
た
と

⑬
通
附
行
な
わ
れ
て
い
る
生
命
き
は
咄
慰
金
を
文
給
し
ま
す
。

保
険
に
加
入
で
き
な
い
人
は
除
以
上
、
制
度
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い

か
れ
ま
す
。
て
述
べ
ま
し
た
が
、
く
わ
し
い
仁
と

加
入
の
手
統
き
は
は
、
金
木
町
役
場
比
生
拠
へ
間
い
あ

「
心
身
脈
仰
者
扶
養
共
済
加
入
叩
込
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

神
」
に
次
の
刈
頬
を
添
え
て
、
金
木
大
橋
民
生
課
長
の
話
Ｉ
こ
の
制
皮
は

町
役
湖
（
民
生
拠
）
を
経
て
知
捌
宛
で
き
て
か
ら
間
も
な
い
の
で
、
知

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ら
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

１
、
心
身
瞭
押
者
の
住
民
蛎
の
写
し
現
在
、
州
町
で
は
加
入
背
が
一

２
、
障
齊
の
種
類
、
押
度
を
抓
川
す
人
だ
け
で
す
が
、
も
っ
と
こ
の
制

る
香
類
（
身
体
障
宙
者
手
帳
、
ま
度
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す

た
は
医
師
の
診
断
＃
）
め
し
ま
す
。

利用しましょう

障害者の保護制度

お
け
る
年
齢
で
す
。
な
お

州
怖
に
よ
っ
て
は
減

額
し
て
も
ら
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

年
金
の
給
付
に
は
、
次

の
靴
獅
か
あ
り
ま
す
。

１
、
年
金
川
額
△
・
″
川

川
人
渦
か
、
蛇
亡
又

は
廃
疾
と
な
っ
た
と
き

は
、
そ
の
川
か
ら
障
仰

者
の
雑
作
巾
文
紬
さ
れ

ま
す
。

２
、
咄
慰
金
・
・
刀
川

こ
の
制
腿
へ
加
入
し

て
一
年
以
化
の
掛
金
を

納
め
た
場
合
、
保
継
行

－ 一 V、‐
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嘉
瀬
ス
キ
ー
場
に

善
意
の
ヒ
ュ
ッ
テ
完
成

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
間
近
か
に
控
え
た
、
淵
瀬
ス
キ

ー
粉
に
、
弐
十
七
平
″
勝
の
立
派
な
ヒ
ュ
ヅ
テ
か
去
る

十
一
川
異
十
五
Ｈ
に
光
成
し
ま
し
た
。

こ
の
ヒ
ュ
ッ
テ
は
、
家
を
斯
築
し
た
浜
川
定
雄
さ
ん

（
淵
渕
下
派
立
）
が
、
優
い
Ⅲ
、
淵
瀬
ス
キ
ー
助
に
ヒ

ュ
ッ
テ
か
な
か
っ
た
の
に
蕪
付
い
て
、
古
い
家
賊
材
を

な
か
っ
た
の
に
虹
付
い
て
、
古
い
家
賊
材
を

金
水
附
中
学
校
（
校
隆
小
川
内
水
美
氏
）
に

奇
脱
し
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
て
で
き
た

も
の
で
す
が
、
こ
の
日
は
、
小
崎
ま
じ
り
の

悪
天
候
で
し
た
が
、
校
艮
先
生
を
中
心
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
い
や
金
木
町
体
協
役
幽
の
悟
さ
ん
か

協
力
し
て
つ
く
り
あ
げ
た
も
の
で
す
。

【雪の日ヒュッテ造りに奉仕する嘉瀬PTA】

｛

h
1

L
全
員
入
賞
の
う
さ
ぎ
展

希
望
に
わ
く
金
木
養
兎
組
合

去
る
十
一
月
二
十
二
日
（
日
）
に
、
金
木
町
整
兎
（
と
）

組
合
（
闘
洲
武
一
糾
合
長
Ⅱ
組
合
凸
十
五
名
）
と
町
展

業
委
凸
会
共
雌
の
鞆
一
Ｍ
派
蠅
地
″
家
兎
共
進
会
が
開

か
れ
ま
し
た
か
、
川
岾
の
う
さ
ぎ
が
、
金
幽
三
、
銀
幽

叫
、
銅
尚
五
と
全
部
人
曲
し
て
組
合
凸
は
大
群
び
。

こ
の
共
進
会
に
は
、
冴
疎
、
深
浦
、
巾
湘
、
飯
摘
な

ど
か
ら
の
出
仙
析
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
壮
挙
に

組
合
凸
一
剛
は
一
‐
〃
米
作
一
辺
倒
″
か
ら
脱
皮
し
よ
う

と
し
て
は
じ
め
た
肉
川
ウ
サ
ギ
の
飼
行
を
刑
粟
の
一
つ

と
し
て
ふ
み
き
っ
た
の
は
、
昭
和
川
十
虫
年
で
し
た
か

こ
れ
で
術
削
が
も
て
ま
す
」
と
子
放
し
の
脇
し
か
り
ょ

う
で
し
た
。

戸

『

心

【うさぎを審査する五農高田中先生】

小 ふ ど た
国
勢
調
在
の
錐
緋
を
、
こ
の
ほ
ど
、

県
が
発
表
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
本
以
の
人
ｕ
は
、
Ⅲ
川
の
昭
刷
叫

十
年
度
の
川
勢
洲
介
時
よ
り
、
約
一
刀

人
期
の
百
四
十
二
″
七
千
川
、
ニ
ト
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
か
ら
公
附
加
分
の
ほ
と
ん

ど
は
巾
部
に
錐
叩
し
て
お
り
、
町
村
で

ふ
え
た
の
は
、
附
祁
碇
ヶ
関
村
、
北
郷

小
袖
村
、
上
北
郡
野
辺
地
町
、
下
川
町

’ ’金側板北

津
*III1柳

！'畷

区

分
I

－－i

lII:'昭

ボll

flWリ

ー|・

Ij

人年

f’

｜｜

’

国勢調査

．
‐
‐
昭
和
四
十
五
年
産

採
種
ほ
産
の
優
良
諏
子
も
み
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

申
込
み
期
間
を
十
二
Ⅱ
二
十
川
ま
で
延
期
し
ま
し
た

と
く
に
「
レ
イ
メ
イ
」
「
サ
カ
キ
モ
チ
」
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

叩
込
光
金
木
町
役
場
産
業
課

町
内
各
農
業
協
同
組
合

１
種
子
も
み
申
込
み
一
カ
月
延
期

十
川
一
Ⅲ
現
在
で
汀
な
っ

人
口
一
万
四
千
台
に
減

ド

1'’

II,li
人i‘‐

の

県
外
流
!|’1-1
で

．
・
而
郡
の
柵
地
村
の
侃
力
川
村
の
み
で

す
。

金
木
町
は
、
仙
術
数
か
而
し
十
八
仙

州
ふ
え
た
の
で
す
か
、
人
川
は
皿
に
、

兀
凹
ル
人
減
り
、
一
万
川
下
九
百
六
十

三
人
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
結
峨
分
家
し
た
も
の
が
多

く
な
っ
た
が
、
中
高
校
硴
紫
碓
の
ほ
と

ん
ど
が
以
外
縦
職
し
て
い
る
こ
と
が
一

薪
の
脈
Ⅲ
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

｜lll｜；，
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